
 

 

Q：エビデンスレベルとは何でしょうか？ 
 
A：臨床研究の信頼性をレベルで現したものです。 
 
EBM で「⽂献の批判的吟味」を⾏う場合、収集した論⽂の信頼性が⾼いかどうかを研究デザイ

ン、掲載雑誌、検討症例数などから検討します。その中で最も重要な要素が「エビデンスレベル」
になります。 
下図はその⼀例です。それぞれについては別項で解説しますが、最もエビデンスレベルが⾼いの

は「1a：ランダム化⽐較試験のメタアナリシス（同じ病態で⾏った複数の RCT を集めて解析した
もの）」、次が「１b：少なくとも⼀つのランダム化試験（無作為⽐較試験）」になります。 

逆に最もエビデンスレベルが低いのは「6：専⾨家個⼈の意⾒（経験だけの発⾔）」となります。
また、「5：症例報告」もエビデンスレベルが低く、⽬の前の患者さんの次の治療を選択する場合に
は少なくとも Level 2 以上の evidence level を持った⽂献を参考にし、適⽤については個々の症例
毎に判断して下さい。 

 
診療ガイドラインに採⽤されている「治療」に関する推奨度はグレード A〜D、「推奨する治療を
⾏うよう強く勧められる」〜「⾏わないように」と 5 段階で表現されている。 
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